44　車両管理・マイカー業務利用に関する規定
車両管理、マイカー業務使用規程

第１条（目　的）

１．この規程は、会社が保有する車両を会社の従業員が使用する場合及び従業員が自己の保有する車両を業務又は通勤のため使用する場合における安全運転、その他車両管理の確保のために必要な遵守事項を定める。

第２条（適用範囲）

１．この規定は、道路交通法で定める自動車及び原動機付自転車、社有及び社外から借り上げたものにも適用する。なお自転車については車両と認めず、業務・通勤ともに使用を禁止する。

第３条（法令遵守）

１．この規程に定める車両管理を行う者及び運転者は、本規程及び道路交通関連法規並びに会社が指定した事項を遵守しなければならない。

第４条（運転資格）

１．運転者は自動車運転免許を有し、かつ会社の許可を受けた従業員であって、法令及びこの規程を遵守し、業務遂行上のために車両を運転するものをいい、マイカー通勤者を含むものをいう。

第５条（運転者の義務）

１．運転者は、次の各号の事項を遵守しなければならない。

(1)　運転の際は必ず運転免許証を携帯すること

(2)　運転中はシートベルトを着用すること

(3)　運転中は携帯電話を使用しないこと。やむを得ない場合は、安全な場所に停車させてから使用すること

(4)　駐車が禁止されている場所に駐車をしないこと

(5)　その他道路交通法を遵守し、安全運転に努めること。

第６条（禁止事項）

１．運転者は、次のいずれかに該当するときは運転してはならない。

(1)　酒を飲んだとき

(2)　心身が著しく疲労しているとき

(3)　過労、病気、薬物の影響等の理由により正常な運転ができないとき

(4)　天候が著しく悪いとき

(5)　その他、道路交通法に抵触するような事情があるとき

２．前項の事項に該当する行為をした場合、使用許可を取り消すことがある。

第７条（管理担当）

１．安全運転管理及び車両管理業務は総務部長が総括責任者として総務部がこれを統括管理するものとし、日常の点検・整備などについては、実際の車両使用部門が管理するものとする。

第８条（安全運転管理者）

１．会社は、法律に定めるところにより安全運転管理者を選任し、これを公安委員会に届け出る。

２．安全運転管理者は自動車の安全な運転に必要な業務を行う。

第９条（運転者教育の実施）

１．安全運転管理者は、運転者の安全運転能力を高めるために、交通安全教育を計画的に実施するとともに、日常の運転者指導を図らなければならない。

第10条（車両管理台帳）

１．総務部長は「車両管理台帳」を作成し、車種、登録番号、型式、保管場所、整備状況及び自動車保険に関する事項等を記載するものとする。

第11条（保守・点検）

１．車両使用者は、自己の担当する車両に関し、責任を持って保守・点検を行い、常にその機能を整備しておかなければならない。

第12条（車両の修理等）

１．車両の修理、検査及び整備などについては、所属長を通じ総務部へ連絡し、総務部の指示によって行うものとする。ただし、事故その他緊急を要する場合にはこの限りではない。

２．使用者の不注意又は粗暴な運転に起因する故障の場合は、修理費の全部又は一部を負担させることがある。

第13条（車両及びキーの保管）

１．車両は、常に会社の定める所定の場所に保管し、道路上など所定場所以外に放置してはならない。

２．車両のキーは、業務につくときには所属長の許可を得て持ち出し、業務が終了したときは車両に施錠したかどうかを確認し、所定の場所に返却し、所属長の確認を得なければならない。

第14条（運転日誌）

１．安全運転管理者は、業務に使用する車両ごとに運転日誌を備え付け、運転者ごとに車両の運行開始と終了日時、走行距離等を記録させ、運転の状況や燃料使用量を把握しなければならない。

第15条（運転者台帳）

１．安全運転管理者は、第４条及び第18条の許可を受けた運転者の異動状況等を把握するため、運転者台帳を総務部に常備し、運転を許可した者の氏名、住所、運転免許の種類、有効期間、運転歴等を記載する。

第16条（使用手続き）

１．車両を使用しようとする者は、あらかじめ運転者として運転者台帳に登録し、所属長の許可を受けなければならない。

第17条（運用報告）

１．車両を使用する者は、定期的に車両の使用状況を所属長に報告しなければならない。

２．所属長は、車両使用者からの報告に基づいて、車両の使用状況及び車両管理上必要と考えられる意見を総務部長に具申しなければならない

第18条（マイカー車両の業務使用）

１．個人使用の車両を業務に使用することは原則として認めない。ただし、やむを得ない事由により会社の許可を得た場合は、必要な範囲内においてこれを許可する。

第19条（マイカー車両の業務使用の要件）

１．前条ただし書きによりマイカー車両を業務に使用する場合には、次にいずれにも適合することを条件とする。

(1)　運転経験が３年以上あること

(2)　過去１年間、無事故無違反であること

(3)　マイカー車両について、次の任意保険に加入していること

(4)　イ　対人賠償保険　　無制限
ロ　搭乗者傷害保険　◯○○万円以上

ハ　対物賠償保険　◯○○◯万円以上

第20条（マイカー車両の業務使用の届出）

１．前条の要件を満たす者が、マイカー車両を業務に使用する場合には、所属長を通じて「マイカー車両業務使用申請書」に運転免許証並びに車検証の写しを添付し、安全運転管理者に届け出なければならない。

第21条（事故報告及び事故処理）

１．業務中に事故が発生した場合は、運転者及び同乗者は直ちに警察に報告し、また直ちに所属長を通じて安全運転管理者に報告しなければならない。また会社を通すことなく個人で勝手に示談をしてはならない。

２．安全運転管理者は、直ちに事故の処理をあたるとともに必要な措置に講じなければならない。

第22条（損害賠償）

１．次の各号に該当する事故があったときは、会社は運転者又は運転者に運転を指示した者に対して、当該事故により会社が被った損害の程度に応じた損害賠償を請求する。

(1)　業務車両の運転又は通勤車両の運転における故意又は重大な過失による事故

(2)　この規程に定める許可を受けず、無断で業務車両又はマイカーを通勤又は業務のために運転した場合による事故

第23条（会社の免責）

１．前条第１項各号の事故又は私用運転中の事故については、会社は一切責任を負わない。

第24条（罰金、科料の負担）

１．車両使用者の故意又は過失による法令違反に対する罰金、科料については、車両使用者の負担とする。

第25条（懲　戒）

１．この規程の違反は、就業規則に定める懲戒処分の対象とする。なお第22 条に定める事故を発生させた従業員が、当該事故により会社が被った損害について賠償を行った場合であっても、就業規則に定める懲戒処分を免れるものではない。

附　則

この規程は平成○年○月○日より施行する。
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